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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアゾール容器における静止モード位置への第１の方向に弾性力で付勢され、定量室入
口側の流入弁の一方を有するステムに取り付けられて、
定量室出口側の出力弁の一方を構成し、かつ、定量室を形成するステム連結部材と、
　当該ステム連結部材に、前記第１の方向およびこれとは逆の第２の方向に移動できる態
様で取り付けられて、
前記出力弁の他方を構成し、前記定量室を形成し、かつ、噴射操作に基づき、先ず前記出
力弁が閉じた状態で前記ステムと前記第２の方向に移動して前記流入弁が開くことにより
、前記定量室に容器内容物が流入して貯留され、その後前記ステムが前記弾性力の作用で
前記第１の方向に復帰して前記流入弁が閉じた状態で、前記ステム連結部材に対し前記第
１の方向に移動して前記出力弁が開くことにより、前記定量室の貯留内容物が当該出力弁
から流出する中間可動部材と、
　当該中間可動部材に、利用者の容積変更操作により移動してその移動後の位置に保持さ
れる態様で取り付けられて、
前記出力弁の下流側に外部空間域への内容物流出部を有し、前記定量室を形成してその容
積を変更し、かつ、前記噴射操作の対象である内容物出力側の定量室調整部材と、
　を備えていることを特徴とするアクチュエータ定量噴射機構。
【請求項２】
　前記ステム連結部材は、
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前記ステムから前記定量室に流入する容器内容物の通過用貫通部分および、前記出力弁の
一方としてのシール部分を有し、
　前記中間可動部材は、
前記通過用貫通部分の下流側に続く定量室可変空間域および、前記出力弁の他方としての
被シール部分を有し、
　前記定量室調整部材は、
前記移動後の位置で前記中間可動部材に保持される被係止部分および、前記定量室可変空
間域を特定する中間可動部材周面部に密接しながら上下方向に移動する容積変更部を有し
ている、
　ことを特徴とする請求項１記載のアクチュエータ定量噴射機構。
【請求項３】
　前記シール部分は、
上側の径が小さくなっているテーパ状外周面部分であり、
　前記被シール部分は、
前記テーパ状外周面部分と密接しえる円形状開口部分であり、
　前記中間可動部材は、
前記円形状開口部分を有する内側筒状部とその周りの外側筒状部とを、少なくとも備えた
筒状部材であり、
　前記中間可動部材周面部は、
前記内側筒状部の外周面および前記外側筒状部の内周面である、
　ことを特徴とする請求項２記載のアクチュエータ定量噴射機構。
【請求項４】
　前記移動後の位置で前記中間可動部材に保持される被係止部分は、
前記中間可動部材と螺子結合する部分である、
　ことを特徴とする請求項２または３記載のアクチュエータ定量噴射機構。
【請求項５】
　前記定量室調整部材は、
前記外部空間域への内容物流出部としての筒状起立部および、その回りの環状上面部を有
している、
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載のアクチュエータ定量噴射機構。
【請求項６】
　前記定量室調整部材は、
前記筒状起立部に、縦方向内容物通路およびこれに続く横方向内容物通路を有する操作ボ
タンが取り付けられたものである、
　ことを特徴とする請求項５記載のアクチュエータ定量噴射機構。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかに記載のアクチュエータ定量噴射機構を備え、かつ、噴射剤
および内容液を収容した、
　ことを特徴とするエアゾール式製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液化ガスまたは可溶性圧縮ガスを使用するエアゾール式製品のアクチュエー
タ定量噴射機構に関する。
【０００２】
　このアクチュエータ定量噴射機構は、エアゾール式製品の噴射操作に基づき、先ずアク
チュエータ内部の出力弁が閉じてステムの流入弁が開くことにより、流入弁から出力弁ま
での定量室に容器本体内容物（ハウジング内容物）が流入して貯留され、その後、ステム
が静止モード位置へ復帰して流入弁が閉じることにより、定量室の貯留内容物は、その液
化ガスや可溶性圧縮ガスの作用または弾性部材（後述の操作ボタン用コイルスプリング）
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の作用によって開状態となった出力弁を介して、外部空間域へと噴射されるタイプのもの
である。
【０００３】
　特に、このステムの流入弁からアクチュエータ内部の出力弁までに設定される定量室の
容量を、アクチュエータ側の例えば回動操作で調整できるようにしたアクチュエータ定量
噴射機構に関する。
【０００４】
　本明細書では「アクチュエータ」の語を、エアゾール容器のバルブ作用を呈するステム
に取り付けられて内容物を外部空間域に噴射するための作動部の意で用いる。
【０００５】
　例えば、図１～図６の場合はステム連結部材５，中間可動部材６および定量室調整部材
７の全体が、また図７の場合はステム連結部材５，中間可動部材６，定量室調整部材７お
よび操作ボタン１０の全体がそれぞれ「アクチュエータ」に相当する。
【０００６】
　また、「上下」，「縦」の語をステム，アクチュエータなどの長手方向、すなわち各図
の上下方向を示す意で用い、「横」の語をこの「上下」，「縦」に対する直交方向あるい
は斜め方向を示す意で用いる。
【背景技術】
【０００７】
　本件出願人はすでに上記タイプのアクチュエータ定量噴射機構、すなわち定量噴射操作
に基づいて先ず出力弁が閉じた状態の定量室に容器本体の内容物を流入させて貯留し、そ
の後、出力弁が開いて定量室の貯留内容物を外部空間域に噴射するタイプのアクチュエー
タ定量噴射機構を提案している（特許文献１，２参照）。
【０００８】
　特許文献１のアクチュエータ定量噴射機構は、図８に示すように、
・ステム１１
・ステム１１に取り付けられた弁座部１２（本発明のステム連結部材に対応）
・ステム１１および弁座部１２の一体化部材に対して上下動可能な態様で設定された操作
ボタン本体１５（本発明の中間可動部材，定量室調整部材，操作ボタンに対応）
・弁座部１２と操作ボタン本体１５との間に設けられてこのボタン本体を上方向に付勢す
る操作ボタン用コイルスプリング１３
などの構成部材からなる。
【０００９】
　そして、弁座部１２の環状弁座１４および操作ボタン本体１５の環状弁体１６で定量室
の出力弁を構成している。
【００１０】
　操作ボタン本体１５を押下げていない静止モードの場合、操作ボタン用コイルスプリン
グ１３の弾性力により出力弁が開いている。このときステム１１の流入弁（＝内容物通過
用のステム周面孔部とこれを開閉する周知のステムガスケットとからなる弁）が周知のス
テム用コイルスプリングの作用により閉じている、ことは勿論である。なお、周知のステ
ム用コイルスプリングおよびステムガスケットは、それぞれ図１～図７のステム用コイル
スプリング８，ステムガスケット９と同様のものである。
【００１１】
　操作ボタン本体１５をその静止モードの位置から押下げると、先ず当該ボタン本体のみ
が操作ボタン用コイルスプリング１３の弾性力に抗しながら下動して出力弁が閉じる。
【００１２】
　出力弁が閉じた後は、ステム１１，弁座部１２および操作ボタン本体１５が一体となっ
て、すなわち出力弁が閉じたまま下動して流入弁が開き、容器本体の内容物が定量室に入
り込んで貯留される。
【００１３】
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　次に、利用者が操作ボタンの押下げ操作を止めると、ステム１１がステム用コイルスプ
リングの弾性作用により上動して流入弁は閉じ、かつ、操作ボタン本体１５が操作ボタン
用コイルスプリング１３の弾性作用により（弁座部１２に対して）上動して定量室の出力
弁は開く。そのため、定量室の貯留内容物のみが外部空間域に噴射される。
【００１４】
　本件出願人は、以上のアクチュエータ定量噴射機構について更なる考察，検討，試作を
重ねた結果、操作ボタン本体付勢用の操作ボタン用コイルスプリングを省略しても、ステ
ムの静止モードへの復帰の際に、定量室の出力弁が定量室内部の液化ガスの圧力で「開」
状態になる、すなわち定量室の貯留内容物が外部空間域に確実に噴射されることを検証し
た。
【００１５】
　特許文献２のアクチュエータ定量噴射機構は、この検証に基づくものであり、操作ボタ
ン用コイルスプリング１３を省略した形のアクチュエータ定量噴射機構になっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１６】
【特許文献１】特開２００３－２９９９９１号公報
【特許文献２】特開２００７－２０４１３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　本発明は、本件出願人にかかるこのようなアクチュエータ定量噴射機構の開発のいわば
延長線上のものである。
【００１８】
　すなわち、上述の操作ボタン用コイルスプリング１３を省略できるかどうかとは別の観
点からのアプローチであり、定量室の容積をアクチュエータ側の操作で可変できるように
して、定量噴射の用途上かつ操作上の利便性を高めることを目的とする。
【００１９】
　この目的は、操作ボタン用コイルスプリング１３を省略した形のアクチュエータ定量噴
射機構および、当該操作ボタン用コイルスプリングを設けたままのアクチュエータ定量噴
射機構のいずれにも妥当する。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明は、以上の課題を次のようにして解決する。
（１）エアゾール容器における静止モード位置への第１の方向（例えば図示上方向）に弾
性力（例えば後述のステム用コイルスプリング８の弾性力）で付勢され、定量室（例えば
後述の定量室Ａ）入口側の流入弁（例えば後述の横孔部４ｂ，ステムガスケット９）の一
方（例えば後述の横孔部４ｂ）を有するステム（例えば後述のステム４）に取り付けられ
て、
定量室出口側の出力弁の一方（例えば後述の円錐台状部５ａ）を構成し、かつ、定量室を
形成するステム連結部材（例えば後述のステム連結部材５）と、
当該ステム連結部材に、前記第１の方向およびこれとは逆の第２の方向（例えば図示下方
向）に移動できる態様で取り付けられて、
前記出力弁の他方（例えば後述の横方向の環凸状部６ｃ）を構成し、前記定量室を形成し
、かつ、噴射操作に基づき、先ず前記出力弁が閉じた状態で前記ステムと前記第２の方向
に移動して前記流入弁が開くことにより、前記定量室に容器内容物が流入して貯留され、
その後前記ステムが前記弾性力の作用で前記第１の方向に復帰して前記流入弁が閉じた状
態で、前記ステム連結部材に対し前記第１の方向に移動して前記出力弁が開くことにより
、前記定量室の貯留内容物が当該出力弁から流出する中間可動部材（例えば後述の中間可
動部材６）と、
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当該中間可動部材に、利用者の容積変更操作により移動してその移動後の位置に保持され
る態様で取り付けられて、
前記出力弁の下流側に外部空間域への内容物流出部（例えば後述の筒状起立部７ｆ，縦方
向内容物通路１０ａ，横方向内容物通路１０ｂ，内容物噴射用孔部１０ｃ）を有し、前記
定量室を形成してその容積を変更し、かつ、前記噴射操作の対象である内容物出力側の定
量室調整部材（例えば後述の定量室調整部材７）と、
を備えていることを特徴とするアクチュエータ定量噴射機構。
（２）上記（１）において、
前記ステム連結部材は、
前記ステムから前記定量室に流入する容器内容物の通過用貫通部分（例えば後述の内容物
通路用孔部５ｃ）および、前記出力弁の一方としてのシール部分（例えば後述の円錐台状
部５ａ）を有し、
前記中間可動部材は、
前記通過用貫通部分の下流側に続く定量室可変空間域および、前記出力弁の他方としての
被シール部分（例えば後述の環凸状部６ｃの内側下端部分）を有し、
前記定量室調整部材は、
前記移動後の位置で前記中間可動部材に保持される被係止部分（例えば後述の螺子部分７
ｅ）および、前記定量室可変空間域を特定する中間可動部材周面部（例えば後述の上内側
筒状部６ｂの外周面，上外側筒状部６ｄの内周面）に密接しながら上下方向に移動する容
積変更部（例えば後述の内側環状垂下部７ａ）を有している。
（３）上記（２）において、
前記シール部分は、
上側の径が小さくなっているテーパ状外周面部分（例えば後述の円錐台状部５ａのテーパ
状外周面部分）であり、
前記被シール部分は、
前記テーパ状外周面部分と密接しえる円形状開口部分（例えば後述の環凸状部６ｃにより
設定される円形状開口部分）であり、
前記中間可動部材は、
前記円形状開口部分を有する内側筒状部（例えば後述の上内側筒状部６ｂ）とその周りの
外側筒状部（例えば後述の上外側筒状部６ｄ）とを、少なくとも備えた筒状部材であり、
前記中間可動部材周面部は、
前記内側筒状部の外周面および前記外側筒状部の内周面である。
（４）上記（２）,（３）において、
前記移動後の位置で前記中間可動部材に保持される被係止部分は、
前記中間可動部材と螺子結合する部分（例えば後述の螺子部分７ｅ）である。
（５）上記（１）～（４）において、
前記定量室調整部材は、
前記外部空間域への内容物流出部としての筒状起立部（例えば後述の筒状起立部７ｆ）お
よび、その回りの環状上面部（例えば後述の環状上面部７ｇ）を有している。
（６）上記（５）において、
前記定量室調整部材は、
前記筒状起立部に、縦方向内容物通路（例えば後述の縦方向内容物通路１０ａ）およびこ
れに続く横方向内容物通路（例えば後述の横方向内容物通路１０ｂ）を有する操作ボタン
（例えば後述の操作ボタン１０）が取り付けられたものである。
【００２１】
　このような構成からなるアクチュエータ定量噴射機構および、当該アクチュエータ定量
噴射機構を備えたエアゾール式製品を本発明の対象としている。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明は、本件出願人がすでに提案済みの上記アクチュエータ定量噴射機構の定量室容
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積をアクチュエータ側の操作で可変できるようにしているので、定量噴射の用途上かつ操
作上の利便性を高めることができる。また、その前提としての確実な定量噴射動作も確保
される。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明のアクチュエータ定量噴射機構の定量室を大容量に設定した場合の静止モ
ード（＝操作対象の定量室調整部材７が初期位置のままで、定量室Ａの流入弁が閉じて出
力弁が開いた状態）を示している。
【図２】図１のアクチュエータ定量噴射機構の定量室流入モード（＝ステム４および定量
室調整部材７などが下動し、定量室Ａの流入弁が開いて出力弁が閉じた状態）を示してい
る。
【図３】図１のアクチュエータ定量噴射機構の内容物噴射モード（＝ステム４および定量
室調整部材７などが上動し、定量室Ａの流入弁が閉じて出力弁が開いた状態）を示してい
る。
【図４】本発明のアクチュエータ定量噴射機構の定量室を小容量に設定した場合の静止モ
ード（図１に対応）を示している。
【図５】図４のアクチュエータ定量噴射機構の定量室流入モード（図２に対応）を示して
いる。
【図６】図４のアクチュエータ定量噴射機構の内容物噴射モード（図３に対応）を示して
いる。
【図７】図１の定量室調整部材７の内容物流出用の筒状起立部７ｆに既存の操作ボタンを
取り付けた形のアクチュエータ定量噴射機構を示している。
【図８】従来の操作ボタン用コイルスプリングを備えた上記特許文献１におけるアクチュ
エータ定量噴射機構を示している。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　上述したように本発明は、操作ボタン用コイルスプリング１３を用いるアクチュエータ
定量噴射機構（上記特許文献１参照）および、当該操作ボタン用コイルスプリングを用い
ないアクチュエータ定量噴射機構（上記特許文献２参照）のいずれの場合も対象としてい
る。
【００２５】
　ただ、以下の図面に基づく記載では単なる説明の便宜上、原則的にこの操作ボタン用コ
イルスプリング１３を用いない形のアクチュエータ定量噴射機構を前提としている。また
、噴射用ガスとして液化ガスを用いることを前提とする。
【００２６】
　図１乃至図７を用いて本発明を実施するための形態を説明する。
【００２７】
　なお、以下のアルファベット付き参照番号の構成要素（例えば内容物通路４ａ）は、原
則として当該参照番号の数字部分の構成要素（例えばステム４）の一部であることを示し
ている。
【００２８】
　図１～図７において、
Ａはステムの流入弁からアクチュエータの出力弁までの連続空間域からなる定量室（図１
，図４，図７参照），
Ｂは容器本体から定量室への内容物の流入状況（図２，図５参照），
Ｃは定量室から外部空間域への内容物噴射状況（図３，図６参照），
１は後述の内容物および噴射用ガスを収納したエアゾール式製品の容器本体，
２は容器本体１の開口端部側に取り付けられたマウンティングキャップ，
３はマウンティングキャップ２の中央部分に取り付けられたハウジング，
４はその下側部分がハウジング３の内部に配設され、かつ、周知で後述のステム用コイル
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スプリング８の弾性作用で図示上方向に付勢されて周知で後述のステムガスケット９とと
もに定量室Ａの流入弁として作用するステム，
４ａは内容物通路，
４ｂは定量室Ａの流入弁の一方を構成する横孔部，
５はステム４の出力側外周面と強く嵌合して図示上下方向に連動し、かつ、後述の中間可
動部材６とともに定量室Ａの出力弁として作用する筒状のステム連結部材，
５ａは定量室Ａの出力弁の一方としてのシール部分（テーパ状外周面部分）を構成する中
央の円錐台状部，
５ｂはステム連結部材５の下側部分であってステム４の出力側外周面と強く嵌合する筒状
部，
５ｃは円錐台状部５ａと当該筒状部との間に複数形成されて、それぞれステム４に続く容
器内容物（ハウジング内容物）の通過用貫通部分として作用する内容物通路用孔部，
５ｄは後述の下筒状部６ａの内周面に当接してシール作用を呈するとともに定量室Ａを画
定する環状の逆スカート部，
５ｅはステム連結部材の外周面の当該逆スカート部よりも下側に形成されて当該ステム連
結部材に対する後述の中間可動部材６の少なくとも最上動位置（図３，図６参照）を規制
する環凸状部，
６はステム連結部材５に対して上下動可能で、かつ、当該ステム連結部材とともに定量室
の出力弁を構成する筒状の中間可動部材，
６ａは逆スカート部５ｄが当接する下筒状部，
６ｂは外部空間域への直通の内容物通路として作用する上内側筒状部，
６ｃは当該上内側筒状部の内周面に形成されて、定量室Ａの出力弁の他方としての被シー
ル部分（円形状開口部分）を構成する図示横方向の環凸状部，
６ｄは後述の定量室調整部材７との螺子結合機能を備えた上外側筒状部，
６ｅは当該上外側筒状部の外周面に形成された螺子部分，
６ｆは上内側筒状部６ｂと上外側筒状部６ｄとの間に形成されて最下動位置の後述の定量
室調整部材７（図４～図６参照）を受ける環状起立部，
６ｇは上内側筒状部６ｂと当該環状起立部との間に形成されて内容物通路として作用する
Ｌ字状孔部，
６ｈは下筒状部６ａの下側内周面に形成されて、中間可動部材６の少なくとも最上動位置
（図３，図６参照）においてステム連結部材５の環凸状部５ｅと係合する環凹状部,
７は中間可動部材６と螺合して定量室Ａの容積を変更し、かつ、直接的または間接的な定
量噴射用の操作部としても作用する筒状で内容物出力側の定量室調整部材，
７ａは外部空間域への内容物通路を設定し、かつ、定量室Ａの容積変更部として作用する
内側環状垂下部，
７ｂは当該内側環状垂下部の内周面下端側に形成されて上内側筒状部６ｂの外周面と密接
するスカート状の内側シール部，
７ｃは当該内側環状垂下部の外周面下端側に形成されて上外側筒状部６ｄの内周面と密接
するスカート状の外側シール部，
７ｄは中間可動部材６の螺子部分６ｅと螺子結合する外側環状垂下部，
７ｅは当該外側環状垂下部の内周面に形成されて、中間可動部材６に保持（螺子結合）さ
れる被係止部分として作用する螺子部分，
７ｆは定量室調整部材７の上面中央部分に内側環状垂下部７ａの内部空間域と連通する態
様で形成された内容物流出用の筒状起立部，
７ｇは当該筒状起立部の回りに設定された環状上面部，
８はステム４を上方向に付勢してその静止モード位置に設定するためのステム用コイルス
プリング，
９は静止モードのときにステム４の横孔部４ｂに密接して、定量室Ａの流入弁の他方を構
成するステムガスケット，
をそれぞれ示している。
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【００２９】
　また、図７において、
１０は定量室調整部材７の筒状起立部７ｆに取り付けられた既存の押下げタイプの操作ボ
タン，
１０ａは筒状起立部７ｆの下流側に連続する内容物流出部としての縦方向内容物通路，
１０ｂは当該縦方向内容物通路の下流側に連続する内容物流出部としての横方向内容物通
路，
１０ｃは当該横方向内容物通路の出力側に設定された内容物流出部としての内容物噴射用
孔部，
１０ｄは押圧操作用の上面部分，
をそれぞれ示している。
【００３０】
　ここで、ハウジング３，ステム４，ステム連結部材５，中間可動部材６，定量室調整部
材７および操作ボタン１０などはポリプロピレン，ポリエチレン，ポリアセタール，ナイ
ロン，ポリブチレンテレフタレートなどからなるプラスチック製部材である。
【００３１】
　また、容器本体１およびマウンティングキャップ２は金属製のものである。ステム用コ
イルスプリング８は金属製やプラスチック製のものであり、ステムガスケット９はゴム製
のものである。
【００３２】
　なお、図示のステム連結部材５，中間可動部材６，定量室調整部材７（および操作ボタ
ン１０）の全体がアクチュエータに相当する。
【００３３】
　図１～図７のアクチュエータ定量噴射機構の基本的特徴は、
(11)中間可動部材６および定量室調整部材７を、それぞれの螺子部分６ｅ，７ｅ同士の螺
子結合により一体化し、
(12)利用者が定量室調整部材７を中間可動部材６に対して回動操作することにより、横孔
部４ｂから横方向の環凸状部６ｃまでの連続空間域としての定量室Ａの容積を簡単に変更
できる、
ことである。
【００３４】
　この定量室Ａの容積変更はいわばリニアな変化といえ、ステップ的な変化ではない。す
なわち定量室Ａの容積の連続的な微調整が可能となる。
【００３５】
　定量室Ａの容積は概略、
(21)定量室調整部材７を中間可動部材６に対して最上位置となるように回動操作した図１
～図３，図７の状態が最大となり、
(22)定量室調整部材７を中間可動部材６に対して最下位置となるように回動操作した図４
～図６の状態が最小となる。
【００３６】
　この定量室Ａの最大容積と最小容積との差分は略、中間可動部材６の上内側筒状部６ｂ
と上外側筒状部６ｄとの間の環状空間域の容積に相当する。
【００３７】
　図１，図４および図７の静止モードでは、通常のエアゾール式製品と同様にステム４が
ステム用コイルスプリング８の弾性力に基づいて上動し、ステムの横孔部４ｂはステムガ
スケット９で閉塞されている。すなわち定量室Ａの流入弁は「閉」状態である。
【００３８】
　このとき中間可動部材６は、その環凸状部６ｃの内側下端部分がステム連結部材５の円
錐台状部５ａから離間した状態になっている。すなわち定量室Ａの出力弁は開状態に設定
されている。もっともこの離間距離は例えば0.1mmほどにすぎない。
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【００３９】
　また、前回の定量噴射モード（図３，図６参照）における出力弁の開きの程度（＝円錐
台状部５ａと環凸状部６ｃとの間隔）や、中間可動部材６の下筒状部６ａの内周面とステ
ム連結部材５の逆スカート部５ｄとの摩擦力の大きさに応じて、定量室Ａの出力弁が閉じ
た形の静止モードに設定されることもある。
【００４０】
　なお、上述の操作ボタン用コイルスプリング１３を用いたアクチュエータ定量噴射機構
の静止モードにおいては勿論、定量室Ａの出力弁が「開」になっている。
【００４１】
　図２および図４の内容物流入モードは、カムを用いた周知のタイマー駆動機構（図示省
略）により、定量室調整部材７の例えば環状上面部７ｇが一定の時間間隔で押下げられた
状態を示している。
【００４２】
　また、図７のアクチュエータ定量噴射機構の場合には、利用者が操作ボタン１０の上面
部分１０ｄを下方に押圧することにより、当該操作ボタンと一体の定量室調整部材７が押
下げられる。
【００４３】
　このような定量室調整部材７に対する押下げ操作に応じて、
(31)定量室調整部材７およびこれと一体の中間可動部材６が、ステム連結部材５に対し、
下筒状部６ａの内周面と逆スカート部５ｄとの摩擦力に抗する形で下動して環凸状部６ｃ
の内側下端部分が円錐台状部５ａに当接し、すなわち定量室Ａの出力弁が閉じ、
(32)この当接後は、ステム連結部材５およびこれと一体のステム４が、ステム用コイルス
プリング８の上方向への弾性付勢力に抗しながら定量室調整部材７および中間可動部材６
と下方向に連動し、
(33)このステム４の下方向への移動により、横孔部４ｂの入口側に設定されたステムガス
ケット９の内側が変形して両者間のシール状態が解除され、すなわちそれまで閉じていた
定量室Ａの流入弁が開き、
(34)この開いた流入弁を介して、容器本体１（ハウジング３）の内容物が定量室Ａに、液
化ガスの作用で矢印Ｂに示すように流入する。
【００４４】
　このとき上記(31)のように定量室Ａの出力弁が閉じているので、流入内容物は、外部空
間域に噴射されずに定量室Ａに貯留される。内容物の流入径路は「横孔部４ｂ－内容物通
路４ａ－孔部５ｃ－Ｌ字状孔部６ｇ」などとなる。
【００４５】
　なお、図１，図４および図７の静止モードにおいて定量室Ａの出力弁が閉じているとき
には勿論、上記(31)の動作は生じない。
【００４６】
　図３および図６の定量噴射モードは、図２，図５などの定量室調整部材７に対する押下
げ操作が解除されて定量室Ａの貯留内容物が外部空間域に噴射されるモード、すなわち定
量室の流入弁が閉じて出力弁が開いた状態を示している。
【００４７】
　このとき、
(41)下側部分がハウジング３の内部に入っているステム４は、ステム用コイルスプリング
８の弾性力により上動して図１，図４，図７の静止モード位置（＝ハウジング３に対する
所定位置）に復帰し、その横孔部４ｂが通常のエアゾール式製品の場合と同じようにステ
ムガスケット９で閉塞され、
(42)定量室Ａの貯留内容物の上方向圧力（液化ガスの圧力）に基づき中間可動部材６およ
び定量室調整部材７が上記(21)の所定位置のステム４およびステム連結部材５に対して上
動することにより、当該中間可動部材の環凸状部６ｃの内側下端部分が円錐台状部５ａか
ら離間し、
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(43)また、中間可動部材６および定量室調整部材７のステム連結部材５に対する最上動位
置は、当該中間可動部材の環凹状部６ｈの下端部分が当該ステム連結部材の環凸状部５ｅ
の下面部分と当接した位置に特定される。
【００４８】
　すなわち、定量噴射モードでは定量室Ａの流入弁が閉じ、出力弁が開いた状態になって
いる。
【００４９】
　そのため、定量室Ａの貯留内容物は液化ガスの作用で、矢印Ｃで示すように「環凸状部
６ｃの内側下端部分と円錐台状部５ａとの隙間部分－上内側筒状部６の上部空間域－内側
環状垂下部７ａの内部空間域－筒状起立部７ｆ」などを経て外部空間域に噴射される。
【００５０】
　なお、図７の操作ボタン１０を備えたアクチュエータ定量噴射機構の噴射径路は「「環
凸状部６ｃの内側下端部分と円錐台状部５ａとの隙間部分－上内側筒状部６の上部空間域
－内側環状垂下部７ａの内部空間域－筒状起立部７ｆ－縦方向内容物通路１０ａ－横方向
内容物通路１０ｂ－内容物噴射用孔部１０ｃ」などとなる。
【００５１】
　ここで、定量室Ａに貯留済み内容物の圧力（液化ガスの圧力）により中間可動部材６お
よび定量室調整部材７（＋図７の操作ボタン１０）がステム連結部材５に対して上動する
のは、当該中間可動部材の上内側筒状部６ｂおよび環凸状部６ｃの各下面部分ならびに定
量室調整部材７の内側環状垂下部７ａの下面部分のそれぞれに、図示上方向の圧力が作用
するからである。
【００５２】
　このように図１～図７のアクチュエータ定量噴射機構では、定量室Ａの出力弁を開くた
めの上述の操作ボタン用コイルスプリング１３を設けることなしに、当該定量室の貯留内
容物の圧力自体により当該出力弁を「開」状態に設定している。
【００５３】
　したがって、この操作ボタン用コイルスプリングの分だけ、定量噴射機構の部品点数が
減るとともに静止モードの押しボタンの押圧操作が軽いものとなる。
【００５４】
　図２，図５の定量室流入モードおよび図３，図６の定量噴射モードの各動作が担保され
るためには、定量室Ａの貯留内容物の圧力に関し、
(51)定量室流入モードにおける、ステム４およびステム連結部材５に対して図示下方向に
作用する（当該圧力に基づく）荷重が、ステム用コイルスプリング８の上方向への付勢力
（例えば2.0kgf）よりも小さく、
(52)定量噴射モードにおける、中間可動部材６および定量室調整部材７に対して図示上方
向に作用する（当該圧力に基づく）荷重が、当該中間可動部材および当該定量室調整部材
（＋図７の操作ボタン１０）の自重および、逆スカート部５ｄと下筒状部６ａの内周面と
の間の摩擦力の合力よりも大きい、
ことが必要である。
【００５５】
　これは、例えば上記(51)の要件を満足しないと、上記貯留内容物の圧力の作用でステム
連結部材５と中間可動部材６とが相対的に離れる方向に移動して、例えばステム４および
ステム連結部材５が図２，図５の位置よりも下動して定量室Ａの出力弁が開き、通常の噴
射状態のようになるからである。
【００５６】
　以上の定量室Ａの貯留内容物の圧力に基づく上記荷重は例えば（0.3～1.5）kgfに設定
する。ただ、この数値は単なる一例であって、上記(51)，(52)の要件を満たす任意の値に
設定し得る。
【００５７】
　本発明が図示のアクチュエータ定量噴射機構に限定されないのは勿論であり、
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(61)定量室Ａの容積変更用の中間可動部材６および定量室調整部材７の結合態様として、
螺子結合以外の各種方法を用いる、例えば定量室調整部材７を中間可動部材６に対して上
下方向にスライドさせながら、当該定量室調整部材をその間歇的な位置状態で当該中間可
動部材に係合させるための係合手段をこれら双方の部材に形成する、
(62)押下げタイプの定量噴射対象操作部に代えて、チルトタイプやレバータイプなどの各
種操作部を用いる、
ようにしてもよい。
【００５８】
　本発明が適用されるエアゾール式製品としては、消臭剤，洗浄剤，清掃剤，制汗剤，冷
却剤，筋肉消炎剤，ヘアスタイリング剤，ヘアトリートメント剤，染毛剤，育毛剤，化粧
品，シェービングフォーム，食品，液滴状のもの（ビタミンなど），医薬品，医薬部外品
，塗料，園芸用剤，忌避剤（殺虫剤），クリーナー，洗濯のり，ウレタンフォーム，消火
器，接着剤，潤滑剤など各種用途のものがある。
【００５９】
　容器本体に収納する内容物は、液状，クリーム状，ゲル状など種々の形態のものを用い
ることができ、内容物に配合される成分としては例えば、粉状物，油成分，アルコール類
，界面活性剤，高分子化合物，各用途に応じた有効成分，水などが挙げられる。
【００６０】
　粉状物としては、金属塩類粉末，無機物粉末や樹脂粉末などを用いる。例えば、タルク
，カオリン，アルミニウムヒドロキシクロライド（アルミ塩），アルギン酸カルシウム，
金粉，銀粉，雲母，炭酸塩，硫酸バリウム，セルロース，これらの混合物などを用いる。
【００６１】
　油成分としては、シリコーン油，パーム油，ユーカリ油，ツバキ油，オリーブ油，ホホ
バ油，パラフィン油，ミリスチン酸，パルミチン酸，ステアリン酸，リノール酸，リノレ
ン酸などを用いる。
【００６２】
　アルコール類としては、エタノールなどの１価の低級アルコール，ラウリルアルコール
などの１価の高級アルコール，エチレングリコール，グリセリン，1,3－ブチレングリコ
ールなどの多価アルコールなどを用いる
【００６３】
　界面活性剤としては、ラウリル硫酸ナトリウムなどのアニオン性界面活性剤、ポリオキ
シエチレンオレイルエーテルなどの非イオン性界面活性剤、ラウリルジメチルアミノ酢酸
ベタインなどの両性界面活性剤、塩化アルキルトリメチルアンモニウムなどのカチオン性
界面活性剤などを用いる。
【００６４】
　高分子化合物としては、メチルセルロース，ゼラチン，デンプン，カゼイン，ヒドロキ
シエチルセルロース，キサンタンガム，カルボキシビニルポリマーなどを用いる。
【００６５】
　各用途に応じた有効成分としては、サリチル酸メチル，インドメタシンなどの消炎鎮痛
剤、安息香酸ナトリウム，クレゾールなどの除菌剤、ヒレスロイド，ジエチルトルアミド
などの害虫忌避剤、酸化亜鉛などの制汗剤、カンフル，メントールなどの清涼剤、エフェ
ドリン，アドレナリンなどの抗喘息薬、スクラロース，アスパルテームなどの甘味料、エ
ポキシ樹脂，ウレタンなどの接着剤や塗料、パラフェニレンジアミン，アミノフェノール
などの染料，リン酸二水素アンモニウム，炭酸水素ナトリウム・カリウムなどの消火剤な
どを用いる。
【００６６】
　さらに、上記内容液以外の、懸濁剤，紫外線吸収剤，乳化剤，保湿剤，酸化防止剤、金
属イオン封鎖剤なども用いることができる。
【００６７】
　噴射用ガスとしては、液化石油ガス，ジメチルエーテル，フロロカーボンなどの液化ガ
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スや、炭酸ガス，亜酸化窒素などの可溶性圧縮ガスを用いる。
【符号の説明】
【００６８】
Ａ：定量室（図１，図４，図７参照）
Ｂ：容器本体から定量室への内容物の流入状況（図２，図５参照）
Ｃ：定量室から外部空間域への内容物噴射状況（図３，図６参照）
【００６９】
（以下の１～９は図１～図７において使用）
１：エアゾール式製品の容器本体
２：マウンティングキャップ
３：ハウジング
４：ステム
４ａ：内容物通路
４ｂ：横孔部
５：ステム連結部材
５ａ：中央の円錐台状部
５ｂ：筒状部
５ｃ：孔部
５ｄ：環状の逆スカート部
５ｅ：環凸状部
６：中間可動部材
６ａ：下筒状部
６ｂ：上内側筒状部
６ｃ：横方向の環凸状部
６ｄ：上外側筒状部
６ｅ：螺子部分
６ｆ：環状起立部
６ｇ：Ｌ字状孔部
６ｈ：環凹状部
７：定量室調整部材
７ａ：内側環状垂下部
７ｂ：スカート状の内側シール部
７ｃ：スカート状の外側シール部
７ｄ：外側環状垂下部
７ｅ：螺子部分
７ｆ：内容物流出用の筒状起立部
７ｇ：環状上面部
８：ステム用コイルスプリング
９：ステムガスケット
【００７０】
（以下の１０～１０ｄは図７において使用）
１０：操作ボタン
１０ａ：縦方向内容物通路
１０ｂ：横方向内容物通路
１０ｃ：内容物噴射用孔部
１０ｄ：上面部分
【００７１】
（以下の１１～１６は図８において使用）
１１：ステム
１２：弁座部（本発明のステム連結部材に対応）



(13) JP 5597892 B2 2014.10.1

１３：操作ボタン用コイルスプリング
１４：環状弁座
１５：操作ボタン本体（本発明の中間可動部材，定量室調整部材，操作ボタンに対応）
１６：環状弁体

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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